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は
じ
め
に
堅
田
藩
の
(
)
大
庄
屋
に
つ
い
て
は
、『
新
修
大
津
市
史』
(
)
に
お
け
る
検
討
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
市
史
で
は
、
大
庄
屋
が
享
保
一
九
年
(
一
七
三
四)
に
六
名
で
成
立
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
し
か
し
自
治
体
史
と
い
う
紙
幅
が
限
ら
れ
た
中
で
の
検
討
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
過
程
や
具
体
的
な
職
掌
に
つ
い
て
は
十
分
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、｢
本
堅
田
村
諸
色
留
帳｣
(
)
の
分
析
を
通
し
て
、
①
堅
田
藩
の
大
庄
屋
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
、
②
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
③
大
庄
屋
設
置
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
一
大
庄
屋
の
成
立
と
職
掌
史
料
１

は
、
享
保
一
九
年
三
月
一
二
日
に
六
名
を
大
庄
屋
に
任
命
し
た
際
の
通
達
で
あ
り
、
本
堅
田
村
の
庄
屋
が
｢
本
堅
田
村
諸
色
留
帳｣
に
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
)
こ
の
通
達
は
以
下
の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

堅
田
藩
の
役
人
で
あ
る
黒
川
新
平
ら
四
名
(
在
江
戸)
が
郡
奉
行
(
在
堅
田)
に
宛
て
た
通
達
。
	
通
達

を
受
け
取
っ
た
郡
奉
行
馬
場
茂
平
が
堅
田
藩
領
の
村
々
に
宛
て
て
触
れ
出
し
た
際
、

の
文
末
に
書
き
加
え
た
奥
書
。


郡
奉
行
手
代
北
村
儀
平
が

	
の
末
尾
に
、
本
堅
田
村
・
衣
川
村
・
千
野
村
・
赤
塚
村
の
庄
屋
へ
触
を
順
達
す
る
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
奥
書
。


〜


を
触
と
し
て
受
け
取
っ
た
本
堅
田
村
が
記
し
た
メ
モ
。
大
庄
屋
の
職
掌
に
つ
い
て
、

の
部
分
か
ら
見
て
み
た
い
。

の
冒
頭
で
は
、
六
名
の
大
庄
屋
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
と
、
帯
刀
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
ま
ず
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
条
で
は
、
辻
八
左
衛
門
が
万
石
庄
屋
頭
取
に
任
命
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
柄
を
六
名
の
大
庄
屋
と
相
談
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
堅
田
藩
の
地
方
支
配
機
構
と
し
て
、
藩－
大
庄
屋
(⇔
万
石
庄
屋
頭
取)
－
村
と
い
う
仕
組
み
が
成
立
し
た
。
第
二
条
で
は
大
庄
屋
の
取
り
扱
う
業
務
と
し
て
、
①
堅
田
藩
領
の
行
政
を
遂
行
す
る
こ
と
(｢
郷
中
公
事｣)
、
②
堅
田
藩
領
の
村
々
か
ら
藩
に
提
出
さ
れ
る
願
書
の
提
出
(｢
諸
願｣)
、
③
｢
郷
中
公
事｣
と
｢
諸
願｣
の
業
務
を
行
う
に
当
た
り
行
わ
れ
る
｢
相
談｣
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
、
大
庄
屋
と
万
石
庄
屋
頭
取
が
｢
和
合｣
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
庄
屋
・
万
石
庄
屋
頭
取
の
相
談
で
実
施
で
き
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
、
郡
奉
行
の
手
代
へ
届
け
出
て
、
内
容
に
よ
っ
て
は
大
庄
屋
が
郡
奉
行
に
直
接
相
談
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
郡
奉
行
に
諮
ら
ず
と
も
済
ま
せ
ら
れ
る
案
件
は
、
大
庄
屋
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
藩
が
担
う
べ
き
決
裁
権
の
一
部
が
大
庄
屋
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
大
庄
屋
が
与
え
ら
れ
た
決
裁
権
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
史
料
２

は
享
保
一
九
年
三
月
二
五
日
に
万
石
庄
屋
頭
取
が
堅
田
藩
領
の
各
村
に
通
達
し
た
触
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
六
名
の
大
庄
屋
が
管
轄
す
る
村
が
記
さ
れ
て
お
り
(
表
参
照)
、
村
々
が
藩
に
願
書
や
届
書
を
出
す
場
合
、
管
轄
の
大
庄
屋
(｢
承
り
大
庄
屋｣)
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
条
で
は
、
村
々
が
毎
年
春
に
藩
へ
川
除
の
御
普
請
を
求
め
る
下
目
録
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
下
目
録
の
提
出
先
は
｢
承
り
大
庄
屋｣
と
な
っ
た
。
ま
た
第
三
条
で
は
御
仕
置
帳
と
五
人
組
帳
を
大
庄
屋
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
第
一
条
で
は
宗
門
改
帳
と
村
々
諸
入
東
谷
智
(二一)
堅
田
藩
に
お
け
る
大
庄
屋
の
成
立
と
そ
の
職
掌
用
帳
は
郡
奉
行
へ
毎
年
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
村
か
ら
提
出
す
る
書
類
の
窓
口
と
し
て
大
庄
屋
が
位
置
付
け
ら
れ
、
郡
奉
行
と
大
庄
屋
の
職
務
分
担
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
史
料
１

史
料
２

か
ら
、
大
庄
屋
が
担
っ
た
職
掌
は
、
大
庄
屋
の
権
限
で
郡
奉
行
の
決
済
を
仰
ぐ
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
大
庄
屋
が
藩
の
行
政
を
担
う
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
願
書
や
届
書
な
ど
を
提
出
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
決
済
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
な
お
史
料
２

第
三
条
に
よ
る
と
、
堅
田
藩
領
の
村
々
は
、
堅
田
藩
の
成
立
し
た
元
禄
一
一
年
(
一
六
九
八)
に
御
仕
置
帳
と
五
人
組
帳
を
藩
に
提
出
し
て
い
た
。
享
保
一
九
年
の
大
庄
屋
成
立
に
あ
た
り
、
再
度
こ
れ
ら
の
帳
面
を
大
庄
屋
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
入
部
当
初
に
藩
と
藩
領
村
々
と
の
間
で
領
主－
領
民
関
係
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
様
の
関
係
が
大
庄
屋
と
藩
領
村
々
の
間
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
大
庄
屋
が
明
確
に
行
政
を
担
う
立
場
と
し
て
藩
政
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
事
柄
で
あ
る
。
二
大
庄
屋
設
置
に
よ
る
変
化
先
に
大
庄
屋
の
職
掌
と
し
て
、
願
書
や
届
書
の
提
出
に
つ
い
て
権
限
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
で
は
具
体
的
に
享
保
一
九
年
の
大
庄
屋
設
置
前
後
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
願
書
提
出
の
手
続
き
面
に
着
目
し
、
享
保
一
八
年
の
願
書

と
享
保
二
〇
年
の
願
書

を
比
較
し
て
み
た
い
。
願
書

は
、
享
保
一
八
年
、
東
宮
町
の
庄
八
が
借
家
人
の
引
っ
越
し
に
つ
い
て
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
町
場
化
し
て
い
た
都
市
・
堅
田
は
、
本
堅
田
村
の
一
部
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
町
に
分
か
れ
、
堅
田
の
各
町
に
は
年
寄
が
置
か
れ
て
い
た
。
各
町
の
町
人
は
、
年
寄
を
通
じ
て
願
書
を
提
出
し
た
。
願
書

は
、
願
主
庄
八
に
加
え
、
東
宮
町
の
年
寄
又
兵
衛
が
差
出
人
と
な
っ
て
本
堅
田
村
の
庄
屋
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
願
書
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
た
本
堅
田
村
庄
屋
八
郎
右
衛
門
と
源
右
衛
門
の
奥
書
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、｢
右
申
上
候
通
相
違
無
御
座
候｣
と
あ
り
、
願
い
出
た
内
容
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
を
書
き
添
え
、
庄
屋
が
郡
奉
行
に
通
達
し
て
い
る
。
願
書

も
見
て
み
た
い
。
願
書

は
享
保
二
〇
年
、
堅
田
の
野
々
内
町
宇
右
衛
門
が
自
分
の
屋
敷
に
古
屋
を
建
て
る
た
め
に
出
し
た
願
書
で
あ
る
。
願
書
は
、
願
主
宇
右
衛
門
に
加
え
、
野
々
内
町
の
年
寄
徳
左
衛
門
と
弥
太
郎
が
差
出
人
と
な
っ
て
大
庄
屋
に
出
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
は
、
｢
右
奉
願
上
候
通
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候｣
と
あ
り
、
大
庄
屋
居
初
八
郎
右
衛
門
が
郡
奉
行
に
願
い
出
る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
願
書


の
相
違
点
を
整
理
す
る
と
、
願
書
提
出
の
ル
ー
ト
は
、

で
は
町
↓
本
堅
田
村
庄
屋
↓
郡
奉
行
と
な
っ
て
お
り
、

で
は
町
↓
大
庄
屋
↓
郡
奉
行
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
奥
書
は
、

で
は
内
容
に
間
違
い
が
な
い
こ
と
を
庄
屋
が
証
明
す
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、

で
は
大
庄
屋
が
郡
奉
行
に
願
い
出
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
大
庄
屋
が
郡
奉
行
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
行
政
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
権
限
を
一
定
度
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
堅
田
藩
領
か
ら
郡
奉
行
に
願
書
が
出
さ
れ
る
際
、
大
庄
屋
は
郡
奉
行
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
(
)
願
書
提
出
に
関
す
る
実
質
的
な
審
議
は
、
行
政
を
担
う
立
場
と
な
っ
た
大
庄
屋
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
願
書

の
八
郎
右
衛
門
と
願
書

の
居
初
八
郎
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表 大庄屋の管轄
右
衛
門
は
同
一
人
物
で
あ
る
。
願
書

で
は
公
文
書
に
苗
字
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
も
行
政
を
担
う
大
庄
屋
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
大
庄
屋
設
置
に
お
い
て
、
願
書
の
提
出
の
手
続
き
ル
ー
ト
が
変
化
し
、
大
庄
屋
が
願
書
の
実
質
的
な
審
査
を
行
う
体
制
に
な
っ
た
。
三
大
庄
屋
設
置
の
背
景
享
保
一
九
年
に
行
わ
れ
た
大
庄
屋
の
背
景
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
を
検
討
し
て
み
た
い
。
史
料
３

は
、
享
保
一
九
年
二
月
に
堅
田
藩
領
の
村
々
へ
通
達
さ
れ
た
触
で
あ
る
。
差
出
人
で
あ
る
上
田
平
八
ら
三
名
は
堅
田
藩
の
江
戸
屋
敷
に
つ
め
る
用
人
で
あ
る
。｢
御
在
所
御
役
儀
拙
者
共
蒙
仰
、
為
年
番
壱
人
宛
罷
登
候｣
と
あ
り
、
用
人
の
中
か
ら
一
名
が
年
番
と
し
て
堅
田
陣
屋
に
詰
め
る
体
制
が
新
た
に
作
ら
れ
た
。
堅
田
陣
屋
で
は
、
郡
奉
行
を
中
心
と
し
た
藩
領
の
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
屋
敷
か
ら
堅
田
に
派
遣
さ
れ
た
用
人
が
郡
奉
行
を
指
示
し
て
行
政
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
江
戸
屋
敷
を
中
心
と
し
た
地
方
支
配
へ
と
再
編
す
る
と
い
う
指
向
を
読
み
解
く
こ
と
が
出
来
る
。
三
月
四
日
に
は
、
役
人
の
役
割
分
担
が
決
定
さ
れ
た
(
史
料
４
)
。
こ
の
分
担
は
、｢
何
茂
郷
中
江
当
地

申
渡
候
事｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
屋
敷
で
決
定
さ
れ
た
事
柄
を
堅
田
藩
領
に
通
達
し
て
い
る
。
江
戸
屋
敷
の
役
人
で
は
、
簗
瀬
四
郎
兵
衛
と
黒
川
新
平
が
｢
在
所
諸
奉
行｣
に
任
命
さ
れ
た
。｢
諸｣
と
は
｢
す
べ
て
の｣
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
堅
田
藩
領
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
担
当
す
る
奉
行
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
堅
田
陣
屋
の
役
人
で
は
、
馬
場
茂
平
が
加
増
の
上
、
引
き
続
き
郡
奉
行
を
勤
め
、
北
村
儀
平
が
郡
方
の
手
代
と
郡
奉
行
の
見
習
い
を
兼
ね
、
辻
八
郎
左
衛
門
が
庄
屋
頭
取
(
史
料
１

で
は
万
石
庄
屋
頭
取)
と
な
っ
た
。
堅
田
陣
屋
に
お
い
て
は
、
藩
内
に
お
け
る
郡
奉
行
の
位
置
の
引
き
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
支
配
を
担
当
す
る
役
人
を
増
員
す
る
こ
と
で
、
地
方
支
配
の
強
化
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
江
戸
屋
敷
の
役
人
が
地
方
支
配
を
直
接
指
揮
す
る
体
制
へ
の
変
更
で
あ
っ
た
。
三
月
一
二
日
の
大
庄
屋
設
置
の
通
達
(
史
料
１
)
は
、
江
戸
屋
敷
の
用
人
二
名
(
上
田
・
田
中)
と
｢
在
所
諸
奉
行｣
二
名
(
簗
瀬
・
黒
川)
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
庄
屋
へ
の
一
部
の
権
限
を
委
譲
す
る
と
い
う
、
地
方
の
行
政
機
構
の
大
き
な
改
変
は
、
江
戸
屋
敷
主
導
で
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
権
限
委
譲
の
背
景
と
し
て
、
史
料
１

で
は
｢
い
ケ
様
之
御
用
ニ
而
銘
々
庄
屋
堅
田
江
罷
越
候
儀
難
儀
可
申
候
条
、
右
六
人
江
相
達
事
済
候
様
申
合
い
た
し
、
惣
而
物
入
無
之
様
兼
々
吟
味
可
申
候
事｣
と
述
べ
て
い
る
。
理
由
と
し
て
、
各
村
の
庄
屋
が
堅
田
に
来
る
こ
と
が
難
儀
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
享
保
一
九
年
の
大
庄
屋
設
置
が
、
物
入
り
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
行
政
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
行
政
の
一
部
を
担
う
大
庄
屋
の
設
置
に
よ
り
、
大
庄
屋
に
は
役
料
(
米
五
俵)
が
与
え
ら
れ
帯
刀
が
認
め
ら
れ
た
。
藩
か
ら
給
分
を
与
え
、
武
士
身
分
に
準
ず
る
位
置
付
け
を
行
っ
た
上
で
、
藩
が
行
政
に
関
わ
る
領
域
の
縮
小
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
で
は
行
政
の
一
部
を
大
庄
屋
に
委
譲
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
堅
田
藩
は
な
ぜ
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
禄
期
の
二
つ
の
事
例
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
(
)
元
禄
一
七
年
二
月
、
堅
田
藩
は
年
貢
先
納
銀
を
藩
領
村
々
に
求
め
た
。
藩
財
政
が
良
好
で
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
が
、
注
目
し
た
い
の
は
先
納
銀
の
利
率
に
つ
い
て
、
藩
領
の
村
々
が
藩
と
交
渉
し
た
事
例
で
あ
る
。
藩
領
で
は
、
村
々
の
代
表
(｢
惣
代｣)
を
選
び
、
代
表
が
藩
と
交
渉
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
滋
賀
郡
の
惣
代
が
普
門
村
、
南
高
嶋
の
総
代
が
下
小
川
村
、
北
高
嶋
の
総
代
が
浜
分
村
で
あ
り
、
惣
代
の
三
村
と
は
別
に
本
堅
田
村
庄
屋
二
名
が
署
名
・
捺
印
し
て
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。
利
率
の
交
渉
と
い
う
訴
願
行
動
な
か
か
ら
、
藩
と
藩
領
村
々
を
仲
介
す
る
惣
代
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
村
々
と
惣
代
の
関
係
が
、
大
庄
屋
と
管
轄
の
村
々
の
関
係
に
重
な
り
、
大
庄
屋
の
職
掌
の
一
つ
が
願
書
の
提
出
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
繋
が
る
。
元
禄
一
七
年
八
月
に
は
、
酒
波
山
に
あ
っ
た
堅
田
藩
の
御
用
林
の
切
り
出
し
に
関
す
る
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
願
書
で
は
、
御
用
林
の
切
り
出
し
に
と
も
な
う
藩
領
村
々
の
負
担
が
増
大
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
願
書
の
提
出
者
は
、
滋
賀
郡
の
惣
代
と
し
て
本
堅
田
村
、
北
高
嶋
の
惣
代
と
し
て
浜
分
村
で
あ
っ
た
。
史
料
１

第
三
条
で
は
、
酒
波
村
の
御
用
林
を
北
仰
村
伊
右
衛
門
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
業
務
委
託
に
伴
っ
て
伊
右
衛
門
が
帯
刀
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
藩
領
に
お
け
る
様
々
な
負
担
の
軽
減
、
つ
ま
り
行
政
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
点
が
元
禄
期
か
ら
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
訴
願
の
形
態
に
着
目
す
る
と
、
享
保
一
九
年
の
大
庄
屋
設
置
は
、
元
禄
期
に
藩
領
村
々
が
訴
願
の
形
態
と
し
て
生
み
出
し
た
惣
代
の
仕
組
み
を
藩
の
行
政
組
織
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
の
堅田藩における大庄屋の成立とその職掌：東谷 智(二三)
評
価
が
可
能
で
あ
る
。
行
政
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
課
題
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
藩
領
村
々
の
意
向
を
吸
収
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
構
改
変
は
堅
田
藩
領
の
村
々
に
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
享
保
一
九
年
の
大
庄
屋
設
置
に
つ
い
て
、
①
元
禄
期
以
降
の
課
題
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
②
藩
領
村
々
の
訴
願
形
態
を
藩
政
機
構
に
取
り
込
ん
だ
も
の
、
と
い
う
位
置
付
け
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
堅
田
村
の
大
庄
屋
三
名
は
大
庄
屋
制
以
前
か
ら
帯
刀
し
て
い
た
郷
士
で
あ
る
。
大
庄
屋
は
、
新
た
に
作
ら
れ
た
行
政
機
構
で
あ
る
も
の
の
、
中
世
以
来
の
由
緒
を
持
つ
郷
士
を
組
み
込
む
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
。
堅
田
藩
領
に
お
け
る
本
堅
田
村
と
郷
士
の
位
置
付
け
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
史
料
１


本
堅
田
村
居
初
八
郎
右
衛
門
藤
田
源
右
衛
門
木
村
伝
右
衛
門
北
仰
村
橋
下
安
兵
衛
浜
分
村
岩
佐
太
郎
助
大
野
村
吉
田
伊
兵
衛
右
六
人
此
度
大
庄
屋
役
被
仰
付
候
条
、
其
段
可
被
致
承
知
、
尤
帯
刀
御
免
被
成
候
、
勿
論
堅
田
三
人
之
者
是
迄
帯
刀
御
免
候
儀
ニ
候
得
共
、
猶
又
左
様
可
相
心
得
候
、此
(
第
一
条)度
辻
八
左
衛
門
万
石
庄
屋
頭
取
役
被
仰
付
候
条
、
其
段
相
心
得
、
八
左
衛
門
頭
立
、
右
六
人
致
相
談
、
万
事
被
納
候
様
可
仕
事
附
、
手
代
役
不
足
申
候
節
、
又
者
其
年
之
依
様
子
検
見
等
之
節
、
役
人
差
図
次
第
品
寄
可
相
勤
候
条
、
其
段
可
相
心
得
候
事
、郷
中
(
第
二
条)
公
事
・
書
願
・
相
談
之
儀
、
八
左
衛
門
初
六
人
江
相
達
シ
和
合
ニ
而
相
済
候
様
可
致
候
事
、
其
上
ニ
而
も
不
相
済
事
於
有
之
ハ
、
毎
々
之
通
手
代
方
へ
申
達
、
其
上
品
寄
郡
方
直
談
可
有
之
事附
、
御
仕
送
り
不
限
御
用
、
い
ケ
様
之
御
用
ニ
而
銘
々
庄
屋
堅
田
江
罷
越
候
儀
難
儀
可
申
候
条
、
右
六
人
江
相
達
事
済
候
様
申
合
い
た
し
、
惣
而
物
入
無
之
様
兼
々
吟
味
可
申
候
事
、北
仰
(
第
三
条)
村
伊
右
衛
門
儀
、
此
度
酒
波
村
御
林
御
預
ケ
被
成
候
、
依
之
帯
刀
御
免
、
米
五
表
被
下
置
候
、
尤
格
式
大
庄
屋
並
相
心
得
可
申
候
事
右
之
通
被
仰
付
候
間
、
此
段
相
守
可
申
候
、
尤
御
物
入
之
節
被
仰
付
候
、
村
々
御
仕
置
・
五
人
組
帳
面
之
通
宜
敷
相
守
、
小
百
性
迄
不
相
痛
候
様
可
致
者
也
享
保
九
年
寅
三
月
十
二
日
黒
川
新
平
簗
瀬
四
郎
兵
衛
上
田
平
八
田
中
宣
右
衛
門
郡
方
中
右
之
通
被
仰
付
候
間
、
無
相
違
急
度
相
守
可
申
候
、
以
上
寅
三
月
十
二
日
馬
場
茂
平
印
右
村
々
庄
屋
中
右
御
書
付
奉
拝
見
、
村
々
ニ
写
置
、
尤
順
達
可
有
之
候
、
已
上北
村
儀
平
印
本
堅
田
・
衣
川
・
千
野
・
赤
塚
右
村
々
庄
や
中
右
之
通
御
郷
方
へ
三
通
ニ
て
廻
ル
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料
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
覚
新
保
村
浜
分
村
北
仰
村
桂
村
酒
波
村
岸
脇
村
右
承
り
橋
下
安
兵
衛
岩
佐
太
郎
助
(
村
割
り
中
略
、
本
文
の
表
を
参
照)
右
之
通
村
々
割
合
被
仰
付
候
間
、
自
今
御
願
筋
其
外
不
依
何
事
言
上
可
申
上
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
承
り
之
大
庄
屋
中
迄
可
被
申
上
候
、宗
(
第
一
条)旨
御
帳
面
并
村
々
諸
入
用
目
録
儀
ハ
御
郡
方
へ
例
年
差
上
ケ
可
被
申
候
、川
(
第
二
条)除
御
普
請
有
之
候
村
々
者
下
目
録
相
認
候
而
、
例
年
二
月
五
日
迄
ニ
右
承
り
之
大
庄
屋
中
迄
差
上
ケ
可
被
申
候
、御
(
第
三
条)初
之
節
村
々

差
上
ケ
被
申
候
御
仕
置
・
五
人
組
帳
、
此
度
又
々
被
仰
付
候
間
、
四
月
十
日
迄
ニ
承
り
大
庄
屋
迄
差
上
ケ
可
被
申
候
事
、此
度
(
第
四
条)
大
庄
屋
役
被
仰
付
候
ニ
付
、
先
達
テ
御
廻
状
相
達
可
申
存
候
、
拝
見
之
上
奉
得
其
意
候
段
、
最
寄
ニ
御
郡
方
迄
改
之
可
被
申
上
候
、
尤
態
々
不
及
御
出
候
事
右
之
通
五
人
組
御
帳
面
村
々
ニ
記
置
、
村
下
ニ
印
形
被
成
候
而
、
無
遅
滞
御
返
達
、
留
り
村

相
返
し
可
被
申
候
、
以
上
三
月
廿
五
日
卯
刻

八
左
衛
門
跡
村

北
筋
へ
廻
、
其
外
段
々
御
領
中
廻
候
事
一
、
御
仕
置
帳
面
之
写
、
別
紙
相
認
置
候
事
史
料
３

御
郡
方
へ
御
用
人
三
人
様

被
仰
渡
候
御
書
付
之
面
今
度
御
在
所
表
御
役
儀
拙
者
共
蒙
仰
、
為
年
番
壱
人
宛
罷
登
候
、
右
ニ
付
村
々
庄
屋
不
依
遠
近
、
早
速
堅
田
表
江
不
及
罷
越
、
御
用
ニ
付
此
表
罷
出
候
節
可
及
面
謁
候
事
附
り
、
祝
儀
等
者
勿
論
、
在
勤
中
音
信
・
贈
答
堅
ク
不
及
受
納
候
、
已
上
寅
二
月
上
田
平
八
今
井
儀
助
田
中
宣
右
衛
門
郡
方
中
此
書
付
之
通
郷
方
へ
得
与
申
達
候
事
、上
田
平
八
様
御
用
人
役
、簗
瀬
四
郎
兵
衛
様
御
在
所
諸
奉
行
、
并
御
使
者
役
之
料
御
加
増
、黒
川
新
平
様
御
在
所
諸
奉
行
、
并
御
加
増
、馬
場
茂
平
殿
御
郡
方
、
御
加
増
、北
村
義
平
殿
手
代
并
郡
方
見
習
、辻
八
左
衛
門
方
郷
中
庄
や
頭
取
役
右
何
茂
郷
中
江
当
地

申
渡
候
事
三
月
四
日
注
(
)
元
禄
一
一
年
(
一
六
九
八)
に
堀
田
正
高
は
滋
賀
郡
と
高
島
郡
に
一
万
石
を
与
え
ら
れ
、
堅
田
に
陣
屋
を
置
い
て
地
方
支
配
を
行
う
。
文
政
九
年
(
一
八
二
六)
に
は
高
島
郡
の
所
領
が
下
野
国
な
ど
に
移
さ
れ
る
。
文
政
九
年
以
降
は
堅
田
と
下
野
国
佐
野
に
陣
屋
を
置
い
て
い
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
堀
田
氏
は
参
勤
交
代
を
し
な
い
大
名
(
定
府
大
名)
で
あ
っ
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
国
元
が
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
堅
田
藩
や
佐
野
藩
と
い
う
国
元
を
関
す
る
呼
称
は
適
切
で
は
な
く
、
本
来
は
堀
田
氏
領
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
堅
田
藩
と
呼
ぶ
。
(
)
『
新
修
大
津
市
史』
第
四
巻
(
大
津
市
役
所
、
一
九
八
一)
。
(
	)
二
〇
一
一
年
に
発
足
し
た
堅
田
藩
大
庄
屋
文
書
研
究
会
で
は
、｢
本
堅
田
村
諸
色
留
帳｣
の
輪
読
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
史
料
翻
刻
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
東
谷
智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生
春
実
・
郡
山
志
保
・
高
橋
大
樹
・
水
本
邦
彦
・
山
本
晃
子
｢
史
料
翻
刻
『
本
堅
田
村
諸
色
留
帳』
(
一)
－
元
禄
一
三
年－
｣
(『
甲
南
大
学
紀
要』
文
学
編
一
六
四
号
、
二
〇
一
四)
。
そ
の
後
、
元
禄
一
四
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要』
文
学
編
一
六
五
号
、
二
〇
一
五
、
宝
永
元
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要』
文
学
編
一
六
六
号
、
二
〇
一
六
、
宝
永
三
年
を
『
甲
南
大
学
紀
要』
文
学
編
一
六
八
号
、
二
〇
一
八
に
発
表
し
た
。
(

)
史
料
１

は
、『
新
修
大
津
市
史』
の
記
述
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
用
い
た
史
料
１
〜
史
料
４

は
い
ず
れ
も
｢
本
堅
田
村
諸
色
留
帳｣
の
史
料
で
あ
る
。
(
)
手
代
を
通
し
て
郡
奉
行
に
直
接
相
談
す
る
の
は
、
案
件
に
よ
る
(｢
品
寄
郡
方
直
談｣)
。
大
庄
屋
の
堅田藩における大庄屋の成立とその職掌：東谷 智(二五)
権
限
に
お
い
て
願
書
を
処
理
す
る
こ
と
が
通
常
の
手
続
き
で
あ
っ
た
。
(
)
元
禄
一
四
年
の
｢
諸
色
留
帳｣
は
『
甲
南
大
学
紀
要』
文
学
編
一
六
五
号
、
二
〇
一
五
を
参
照
の
こ
と
。【
付
記
】
本
稿
は
科
研
費
成
果
報
告
会
(
二
〇
一
六
年
一
月
一
三
日
、
於
大
津
市
北
部
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー)
で
行
っ
た
報
告
｢
堅
田
藩
に
お
け
る
大
庄
屋
の
成
立
と
そ
の
職
掌｣
を
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
(
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
｢
譜
代
小
藩
堅
田
藩
の
基
礎
的
研
究
地
域
社
会
の
変
容
と
藩
政
の
展
開｣
(
基
盤
研
究

、
研
究
課
題
番
号：
25370808
、
二
〇
一
三
〜
一
五
年
度
、
研
究
代
表
者
東
谷
智)
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
報
告
会
に
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
津
市
北
部
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
報
告
の
活
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
用
い
た
史
料
や
論
旨
に
変
更
は
な
い
が
、
若
干
の
修
正
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
注

に
記
し
た
堅
田
藩
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
成
果
報
告
会
後
に
助
成
を
受
け
た
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
(
基
盤
研
究
｢
江
戸
定
府
大
名
堀
田
氏
の
所
領
統
治｜
地
域
社
会
と
行
政
機
構
の
相
関
モ
デ
ル
の
構
築｜
｣
(
研
究
課
題
番
号：
17K
03115)
、
二
〇
一
七
年
度
〜
、
研
究
代
表
者
東
谷
智)
に
お
け
る
、
研
究
分
担
者
や
研
究
協
力
者
と
の
議
論
の
成
果
を
踏
ま
え
て
加
筆
し
た
。
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